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ダイヤ改正実施に伴う 
経営協議会開催！ 

本部は、２０１９年３月のダイヤ改正実施に伴う問題点を会社に付議し、本日開催され

た経営協議会で議論した。 

組合は「ダイヤ改正は鉄道事業を営むＪＲ四国にとって、安全、正確、快適なサービス

を提供し『四国に必要な公共交通機関』と認識していただくための重要な施策であるとと

もに、組合員にとって安全で働きやすい職場環境とダイヤ設定は重要である」との認識に

立ち協議に臨んだ。 

付議に対する会社からの回答は以下のとおり。 

【発第１０７号「ダイヤ改正実施に伴う付議について」】 
１ 列車キロを大幅に減少させたダイヤ改正後の鉄道旅客輸送量状況を明らかにすると
ともに、新幹線の接続改善等、今ダイヤ改正による効果をどのように分析しているの
か会社の考え方を明らかにされたい。 
 収入については「取扱収入実績及び純収入実績の最近の動向について」 別紙－１ の
とおりです。 
 定期外取扱収入は、ＧＷ１０連休化による増がありましたが、ＧＷ以降は旅行控え
により低調に推移しています。 
 定期取扱収入は、曜日配列による３月への購入時期ずれにより、前年を下回りまし
た。 

【説明資料】 
「２０１９年春ダイヤ改正後の利用状況について」 別紙－２ 

２ 牟岐線パターンダイヤ導入や高速バスとの連携による利便性の向上と効率的な輸送
体系の構築について、どのように分析しているのか会社の考え方を明らかにされたい。 
 牟岐線パターンダイヤ導入における収入への効果については、現段階では分析が困
難なため、ご利用動向を注視しています。 

【説明資料】 
「２０１９年春ダイヤ改正後の利用状況について」 別紙－２ 

３ 少子高齢化を迎え鉄道利用客の減少が危惧されるが、鉄道運輸収入を確保するため
のダイヤ改正は外部環境や輸送需要の動向を精査しつつ、柔軟な列車設定によりお客
様の視点に立った輸送サービスの提供が必要と考える。会社の考え方を明らかにされ
たい。 
列車の設定は、お客様のご利用状況を踏まえて決定しており、ご利用が見込まれる

場合は、利便性を高めることで需要を喚起する一方、鉄道特性を発揮できない列車に
ついては見直しするなどして、今後も状況に即応したダイヤ設定に努めていきます。 
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４ 適正な運転時分及び適正な停車時分、並びに適正な集札時間について会社は、「お
客様の多い時間帯や運転方式に応じて余裕時分を確保し、無理の無いダイヤ設定に努
めている。」との回答であるが、特急列車を主にダイヤに遅れが生じている。改めて
会社の考え方を明らかにされたい。 
 運転時分については、基準運転時分表に基づき設定をしております。また、停車時
分については集札にかかる時分を含めて３０秒が基本であると考えておりますが、お
客様のご利用の多い時間帯や信用降車型ワンマン列車等、運転方式に応じて余裕時分
を確保し、無理の無いダイヤ設定に努めてまいります。 

５ 複線区間でのワンマン列車（信用降車型ワンマン列車を除く）を廃止するとともに、
信用降車型ワンマン列車の多客時間帯については車掌乗務列車にすべきと考えるが、
会社の考え方を明らかにされたい。 
 信用降車型ワンマン列車の拡大にあたっては、運賃ほ脱防止対策、車両運用、運転
時間確保等、解決すべき課題があることから、今後も複線区間での従来型ワンマン列
車の運行は継続いたします。 
 なお、従来型のワンマン列車については、これまでワンマン列車の安全性向上に向
けたドア誤扱い抑制対策として、ホーム側への停止位置目標の移設、意図せず扱えな
いワンマンドアスイッチへの構造変更等を実施してきました。ドア誤扱い防止のハー
ド対策であるホームセンサーの導入には、多額の経費が必要となり直ちに導入するこ
とは困難であることから、ワンマンドア半自動扱いについて検討します。 
 正しい基本動作を実施することで、これらのドア誤扱い抑制対策が有効に機能しま
す。ワンマン運転の際は基本動作の意義を理解・実践し、ドア誤扱い防止に努めてく
ださい。 
 また、信用降車型ワンマン列車は将来的な要員需給の課題を解決するため、車掌の
要員削減に効果的な朝夕通勤通学時間帯を中心に導入しており、乗降数が多い駅につ
いては、適切な停車時間を確保することで対応しています。 

６ 大量退職時代を迎えている現在、運転士及び車掌は慢性的な要員不足である。将来
にわたり持続可能な業務運営体制の構築に向けた、今後の要員計画を明らかにされた
い。 
今後の要員計画については、大量退職時代に伴い乗務員養成数を増やす等して適切

な要員の確保を行っていきます。 
 平行して、乗務員需給を踏まえた輸送体系の検討を進め、将来にわたって持続可能
な業務運営体制の構築を目指します。 

７ 深夜帯に運行する列車により、安全に作業できる作業間合いが確保しづらい状態で
ある。会社の考え方を明らかにされたい。 
運行ダイヤは、鉄道旅客輸送量状況や運行コスト等を十分に勘案し設定しておりま

す。一方、安全確保のために必要な作業間合いにも配慮しながら構築する必要がある
と認識しており、関係個所と調整を行うよう努めていきます。なお、お客様のご利用
状況等を見ながら夜間時間帯の列車については、設定時刻の見直しも必要と考えてお
ります。 

本部は、ダイヤ改正における効率的な輸送体系の必要性を理解する一方、組合員が安全

で働きやすい職場環境とダイヤ設定が重要であることを強く訴え、次期ダイヤ改正に反映

させるよう要請した。 

以 上 



user02
テキストボックス
別紙－１



user02
テキストボックス
別紙－２








	2019_no25
	2019_no23
	2019_no22
	2019_no18 - コピー (2)

	2019_no24
	2019_no18 - コピー (2)



	別紙



